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2021年度 研究センター事業報告書 

 

研究センター名  東アジア平和協力研究センター 

 

Ⅰ． 研究成果の概要 (公開項目)  ※１ページ以内にまとめること 

本欄には、研究センターの実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、項目立てなどをおこないできるだけわかりやすく

記述してください。 

2021 年度の事業は予期せぬコロナ禍により、特にシンポジウム・セミナー・研究会といった、通常対面で行うイベントの変更を余儀なくされた。しかしながら、

Zoom を活用したオンライン形態(あるいはオンラインと対面のハイブリッド形態)で 2020 年度も活発な研究活動を行った。また、出版事業とホームページによる研

究情報の発信にも注力した。 

 

１）シンポジウム、学術セミナー・研究会、講演会（計： 16 回） 

【シンポジウム： 4 回】 

①Asia-Europe Cooperation for New Global Challenges 

日時：2021 年4 月1 日 場所： Zoom 

②JEJU FORUM 2021 

日時：2021 年6 月24-26 日 場所： Zoom 

③「女性」の観点から考察する日韓の課題 

日時：2021 年8 月30 日   場所： 衣笠キャンパス(存心館：ZS201)・Zoom 

④韓半島を巡る国際情勢の展望  

日時：2021 年10 月12 日 場所： ホテルニューオータニ大阪・ Zoom 

 

【学術セミナー/会議/研究会： 12 回】 

①バイデン政権における米朝関係 

日時：2021 年4 月10 日 場所： Zoom 

②The Result of the Biden Administration’s North Korea Policy Review and Outlook for North Korea’s Nuclear Weapons Program 

日時：2021 年7 月9 日 場所： 戦略文化研究センター(韓国) 

③第4 回立命館大学日韓関係研究会 

日時：2021 年6 月4 日 場所： Zoom 

④米朝関係の歴史と展望―トランプ・金正恩会談から三周年を機に考える 

日時：2021 年6 月11 日 場所： Zoom 

⑤第13 回東アジア平和協力研究センター研究会 

日時：2021 年7 月9 日 場所： Zoom 

⑥イラン核危機と朝鮮半島核危機の比較考察 

日時：2021 年7 月23 日 場所： Zoom 

⑦東アジアにおける核戦争のリスク 

日時：2021 年10 月22 日 場所： Zoom 

⑧US-China Rivalry and East Asia 

日時：2021 年11 月6 日 場所： 衣笠キャンパス(創思館：カンファレンスルーム)・Zoom 

⑨朝鮮半島核危機とイラン核危機の比較検証 

日時：2021 年11 月23 日 場所： Zoom 

⑩日本における中国朝鮮族研究者・知識人ネットワーク研究会 

日時：2021 年11 月27 日 場所： 衣笠キャンパス(創思館：カンファレンスルーム)・Zoom 

⑪Korea-Japan Security Dialogue 

日時：2021 年12 月8 日 場所： Zoom 

⑫韓国大統領選をめぐる日韓関係の課題 

日時：2021 年12 月18 日 場所： 衣笠キャンパス(敬学館： KG009)・Zoom  

＊主要イベント 3 件のみ記載。これら以外のイベントについては、本報告書3-4 ページを参照。 

 

２）出版事業 

東アジア平和協力研究センター叢書として、以下１冊の研究書を 202１年12 月に刊行した。 

①韓基範（Han, Kibum）著、「The Bureaucratic Politics of Economic Reform and Retrenchment in North Korea under Kim Jong Il」 

 

３）ホームページ 

日米の 2 カ国語の「専門家コラム」を開設し、東アジアを取り巻く国際関係に精通する専門家・学者3 名のコラムを掲載。 

(Asia Insight / Washington Report / North Korea Watch) 

①日本語サイト「専門家コラム」： 3 件 (Link: http://www.ritsumei.ac.jp/research/ceapc/insight/) 

②英語サイト「EXPERT AXALYSIS： 6 件 (Link: http://en.ritsumei.ac.jp/research/ceapc/insight/? ） 

 

４）その他 

本年度の研究活動にあたり、10 カ国120 名の専門家の方々にご協力頂き、センターの学術ネットワーク構築に寄与頂いた。 

書式 C（WORD） 



Ⅱ． 拠点構成員の一覧 (公開項目) ※ページ数の制限は無し 

本欄には、2022 年 3 月 31 日時点で各拠点にて所属が確認されている本学教員や若手研究者・非常勤講師・客員研究員等の構成員を全て記載し

てください。区分が重複する場合は二重に記入せず、役割が上にあるものから優先し全て記載してください。また、若手研究者の条件に当てはまる場

合は、必ず若手研究者欄に記載をしてください。 

※若手研究者とは、立命館大学に在籍する以下の職位の者と定義します。 

①専門研究員・研究員、②補助研究員・RA、③大学院生、④日本学術振興会特別研究員（PD・RPD） 

役割 氏名 所属 職位 

センター長 中戸 祐夫 国際関係学部 教授 

運営委員 

崔 鎮旭 衣笠総合研究機構 客員研究教員（教授） 

閔 智焄 衣笠総合研究機構 客員研究教員（助教） 

   

学内教員 
（専任教員、研究系教員等） 

  
 

学
内
の
若
手
研
究
者 

専門研究員 

研究員 

初任研究員 

  
 

補助研究員・リサーチアシ

スタント 
  

 

大学院生 

張 瑛周 国際関係学研究科 博士課程後期課程 

馬場 一輝 国際関係学研究科 博士課程後期課程 

   

学振特別研究員 

（ＰＤ・ＲＰＤ） 

   

   

その他の学内者 

（非常勤講師・研究生・研修生等・

博士前期課程院生等） 

   

   

   

客員協力研究員 
大久保 史郎 立命館大学 名誉教授 

   

その他の学外者 

（他大学教員・若手研究者等） 
   

研究所・センター構成員    計  6 名  （うち学内の若手研究者 計 2 名） 

 

Ⅲ．研究業績 (公開項目)   ※ページ数の制限は無し ※to be published,の状態の業績は記載しないで下さい。 

本欄には、「Ⅱ． 拠点構成員の一覧」に記載した研究者の研究業績のうち、拠点に関わる研究業績を全て記載してください。（2022年3月31日時点） 

 
１．著書 

No. 氏名 著書・論文等の名称 
単著・共

著の別 
発行年月 

発行所、発表雑誌（及び巻・

号数）等の名称 
その他編者・著者名 担当頁数 

1 
中戸祐夫・

崔正勲 
『北朝鮮研究の新地平』 編著 2022 年3 月 晃洋書房   

 
２．論文 

No. 氏名 著書・論文等の名称 
単著・共

著の別 
発行年月 発行所、発表雑誌、巻・号数 

その他編者・著者

名 
担当頁数 査読有無 

         

 
３．研究発表等 



No. 氏名 発表題名 発表年月 発表会議名、開催場所 その他発表者名 

1 閔智焄 
韓国政府の慰安婦問題への対応と日

韓関係 
2021 年5 月29 日 

国際高麗学会日本支部(第 25 回学術大会)、

ZOOM 
 

2 閔智焄 

재일동포 사회 변화 방향과 정책적 

시사점(在日同胞の社会変化と政策的

な示唆) 

2021 年10 月5 日 

関西同胞団体の活動と歴史から見た在日同胞

の社会の再照明(駐大阪大韓民国総領事館)、

ホテル日航大阪 

 

3 閔智焄 日韓関係における韓国政府の課題 2021 年12 月18 日 
韓国大統領選をめぐる日韓関係の課題、 立命

館大学 
 

 
４．主催したシンポジウム・研究会等 

No. 発表会議名 開催場所 発表年月 来場者数 共催機関名 

1 Asia-Europe Cooperation for New Global Challenges Zoom 2021 年4 月1 日 150 程度 

Graduate School of International and Area 

Studies, Hankuk University of Foreign 

Studies 

2 バイデン政権における米朝関係(協力) Zoom 2021 年4 月10 日 50 程度 
立命館大学コリア研究センター、立命館大

学アジア・日本研究所 

3 

The Result of the Biden Administration’s North Korea 

Policy Review and Outlook for North Korea’s Nuclear 

Weapons Program 

戦略文化研究

センター(韓国) 
2021 年7 月9 日 10 戦略文化研究センター 

4 

第4回立命館大学日韓関係研究会：観光地化に伴う

エスニック集住地区の変容―大阪生野コリアタウン

の事例― 

Zoom 2021 年6 月4 日 15 立命館大学コリア研究センター 

5 
米朝関係の歴史と展望―トランプ・金正恩会談から

三周年を機に考える(協力) 
Zoom 2021 年7 月9 日 50 程度 

立命館大学コリア研究センター、立命館大

学アジア・日本研究所 

6 JEJU FORUM 2021 Zoom 
2021 年 

6 月24-26 日 
200 程度  

7 

第 13 回東アジア平和協力研究センター研究会: 北

朝鮮研究の視座ー拉致問題から「愛の不時着」まで

ー 

Zoom 2021 年7 月9 日 20 程度  

8 イラン核危機と朝鮮半島核危機の比較考察(協力) Zoom 2021 年7 月23 日 50 程度 
立命館大学コリア研究センター、立命館大

学アジア・日本研究所 

9 「女性」の観点から考察する日韓の課題 

衣笠キャンパ

ス ( 存 心 館 ：

ZS201)・Zoom 

2021 年8 月30 日   90 

立命館大学国際言語文化研究所ジェンダ

ー研究会、立命館大学コリア研究センタ

ー、立命館大学アジア・日本研究所 

10 韓半島を巡る国際情勢の展望 

ホテルニュー

オータニ大阪・ 

Zoom 

2021 年10 月12 日 200 駐大阪大韓民国総領事館 

11 東アジアにおける核戦争のリスク(協力) Zoom 2021 年10 月22 日 50 程度 
立命館大学コリア研究センター、立命館大

学アジア・日本研究所 

12 US-China Rivalry and East Asia 

衣笠キャンパ

ス(創思館：カ

ンファレンスル

ーム)・Zoom 

2021 年11 月6 日 40  

13 朝鮮半島核危機とイラン核危機の比較検証(協力) Zoom 2021 年11 月23 日 50 程度 
立命館大学コリア研究センター、立命館大

学アジア・日本研究所 

14 
日本における中国朝鮮族研究者・知識人ネットワー

ク研究会 

衣笠キャンパ

ス(創思館：カ

ンファレンスル

ーム)・Zoom 

2021 年11 月27 日 50 程度 

早稲田大学地域・地域間研究機構、韓国

在外韓国人学会、全日本中国朝鮮族連合

会 

15 Korea-Japan Security Dialogue Zoom 2021 年12 月8 日 30 程度 戦略文化研究センター 

16 韓国大統領選をめぐる日韓関係の課題 

衣笠キャンパ

ス ( 敬 学 館 ： 

KG009)・Zoom 

2021 年12 月18 日 50 程度 立命館大学コリア研究センター 

 
５．その他研究活動（報道発表や講演会等） 

No. 氏名 研究業績名 発表場所等 研究期間 

     

 
６．受賞学術賞 



No. 氏名 授与機関名 受賞名 タイトル 受賞年月 

      

 
７．科学研究費助成事業 

No. 氏名 研究課題 研究種目 開始年月 終了年月 役割 

1 森類臣 
日韓の事業型NPOのアドボカシーと組織

基盤形成 
日本学術振興会  科学研究費助成

事業 基盤研究(C) 
2020年4月 2023年3月 分担 

2 森類臣 
冷戦期北朝鮮の文化史：人・情報の流動性

に注目して 
日本学術振興会  科学研究費助成

事業 基盤研究(B) 
2020年4月 2024年3月 分担 

 
８．競争的資金等(科研費を除く) 

No. 氏名 研究課題 資金制度・研究費名 採択年月 終了年月 役割 

       

 
９．知的財産権 

No. 氏名 名称 
出願人 
区分 

発明人 
区分 

出願番号 公開番号 登録（特許）番号 国 

         

 


